
　
私
が「
な
が
さ
き
の
空
」に
初
め
て「
長
崎
く
ん
ち
」の
事
を
書
か
せ
て
頂
い
た
の
は

昭
和
五
十
八
年
九
月
二
十
六
日
発
刊
の
な
が
さ
き
の
空
第
一
集
で
し
た
。
そ
れ
で
今

年
の「
く
ん
ち
」奉
納
踊
の
事
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
三
年
刊
の「
な
が
さ
き
の
空
・

二
十
二
集
」の「
く
ん
ち
考
」を
御
よ
み
下
さ
る
と
よ
い
。

其
の
一

　
長
崎
の
開
港
は
一
五
七
一
年
南
蛮
船
の
入
港
に
始
ま
っ
た
。
当
時
の
長
崎
の
地
は

大
村
純
忠
公
の
支
配
下
に
あ
り
、
長
崎
地
区
の
領
主
は
長
崎
甚
左
衛
門
と
あ
る
。
長

崎
甚
左
衛
門
は
一
五
六
三
年
、
純
忠
と
其
の
家
臣
二
十
五
名
と
共
に
キ
リ
シ
タ
ン
に

転
宗
し
、
長
崎
開
港
前
の
一
五
六
九
年
に
は
櫻
馬
場
の
地
に
ト
ウ
ド
ス
・
オ
ス
・
サ

ン
ト
ス
教
会
を
建
て
、
一
、五
〇
〇
人
の
信
徒
が
い
た
と
記
し
て
あ
る
。

　
新
し
い
長
崎
の
街
は
、
森
﨑
の
地（
現
・
県
庁
の
地
）に
長
崎
開
港
と
同
時
期
に
創

建
さ
れ
た
被
昇
天
の
聖
母（
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
）教
会
を
中
心
に
大
村
町
・
島
原
町
等
六
ツ

の
新
し
い
町
が
開
か
れ
て
い
る
。
当
時
こ
の
あ
た
り
は「
長
崎
剳と
う

記き

」に
よ
る
と
│
青

麦
こ
れ
あ
り
候
を
刈
り
て
町
を
立
て
申
候
│
と
記
し
て
あ
る
。

　
現
在
の「
長
崎
く
ん
ち
」の
神
輿
は
諏
訪
・
住
吉
・
森
﨑
の
三
社
で
あ
る
が
、
宝
永

元
年（
一
七
〇
四
）の「
く
ん
ち
」ま
で
は
諏
訪
・

住
吉
の
二
社
の
み
の
神
輿
で
あ
っ
た
。
然
し
宝

永
三
年
か
ら
は
森
﨑
社
の
神
輿
が
加
わ
り「
三
体

の
神
輿
の
御
下
り
」と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の「
森

﨑
社
の
祭
礼
日
」は
十
月
で
は
な
く
三
月
四
日
で

あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。

其
の
二

　
一
五
七
〇
年
開
港
以
前
の
長
崎
に
は
当
然
、

小
さ
な
佛
堂
や
五
輪
塔
も
あ
っ
た
が
、
長
崎
氏

が
キ
リ
シ
タ
ン
に
改
宗
し
た
時
、
全
て
の
佛
跡

は
破
棄
さ
れ
て
い
る
が
、
時
と
し
て
当
時
の
五

輪
塔
片
が
出
土
す
る
事
が
あ
る
。

　
一
五
八
七
年（
天
正
十
五
）六
月
十
九
日
、
九
州
博
多
に
進
出
し
て
き
た
豊
臣
秀
吉

は
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止
を
命
じ
、そ
れ
ま
で
イ
エ
ズ
ス
会
に
大
村
・
有
馬
の
両
氏
が
寄

進
し
て
い
た
長
崎
・
浦
上
・
茂
木
の
地
を
没
収
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
退
去
を
命
じ
、

佐
賀
の
藩
主
鍋
島
直
茂
を
代
官
に
浅
野
・
戸
田
の
両
氏
に
長
崎
支
配
を
命
じ
て
い
る
。

　
以
来
、
長
崎
の
街
に
於
け
る
寺
社
の
布
教
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
当
時
の
街
の
人
達
は
全
て
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
此
の
禁
教
令
に
対
し
て

反
発
の
心
が
あ
っ
た
。
当
時
の
長
崎
の
港
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
入
港
、
ロ
ー
マ
よ

り
少
年
使
節
の
帰
国
、
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
ョ
よ
り
の
出
版
物
が
あ
り
、
一
五
九
二

年
に
秀
吉
よ
り
長
崎
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
村
山
等
安
が
キ
リ
ス
ト
の
信
仰
者
で
あ
っ

た
事
よ
り
、
山
の
サ
ン
タ
マ
リ
ア
教
会
や
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
病
院
、
コ
レ
ジ
ヨ
の
塔
等

を
創
建
し
て
い
る
。

　
こ
の
間
に
あ
っ
て
、
神
社
再
興
の
蒿
矢
と
さ
れ
る
の
は
、
威
福
院
高
順
が
東
中
町

筋
違
橋
の
辺
り（
現
在
の
玉
園
町
）に
天
満
宮
の
尊
像
を
慶
長
十
二
年（
一
六
〇
七
）に

安
置
し
た
の
を
始
め
と
記
し
て
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
知
っ
た
街
の
人
達
は「
石

や
瓦
を
投
じ
破
壊
し
た
」と
記
し
て
あ
る
。

其
の
三

　
諏
訪
神
社
関
係
の
古
記
録
に
よ
る
と
、
長
崎
の
氏
神
は
元
和
元
年（
一
六
一
五
）、

松
浦
氏
の
一
族
青
木
豊
前
守
永
俊
の
一
子
で
青
木
賢
清
な
る
人
物
が
長
崎
に
於
け
る

神
社
復
興
の
た
め
こ
の
地
に
来
る
事
に
始
ま
る
と
記
し
て
あ
る
。

　
青
木
賢
清
の
幼
名
は
彦
松
丸
。
青
木
家
は
唐
津
草
野
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
が
父
永

俊
の
と
き
種
々
の
事
情
に
よ
り
青
木
家
は
没
落
、
佐
賀
龍
造
寺
氏（
後
の
鍋
島
氏
）の

許
に
身
を
よ
せ
、
賢
清
は
若
く
し
て
修
験
道（
山
伏
）を
修
め
大
い
に
名
を
馳
せ
て
い

た
と
言
う
。
こ
の
修
験
道
学
習
の
寺（
社
）が
、
私
は
現
在
の
武
雄
の
嶽
神
社
や
博
多

方
面
の
寺（
社
）で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
伝
承
に
よ
る
と
青
木
氏
が
初
め
て
、小
さ
き
社
殿
を
当
地
に
構
え
た
の
は
風
頭
大
久

保
の
谷
で
あ
っ
た
と
言
う
。当
時
は
殆
ど
が
海
路
を
利
用
し「
飯
香
浦
」が
唯
一
長
崎
入
り

の
港
で
あ
っ
た
。賢
清
の
第
一
歩
は
伊
良
林
郷
風
頭
で
、其
処
に
は
す
で
に
唐
津
方
面
よ

り
移
住
し
て
い
た
草
野
氏
が
い
た
。「
や
が
て
諏
訪
社
は
新
橋
町
旅
人
宿
芦
刈
甚
左
衛
門

宅
に
宿
り
し
。と
皓
台
寺
開
山
一
庭
禅
師
の
直
話
」に
記
し
て
あ
る
。（
鎮
西
大
社
実
録
）

　
賢
清
が
長
崎
に
第
一
歩
を
踏
み
入
れ
た
一
六
二
三
年
頃
に
は
既
に
正
覚
寺
、
大
音

寺
、
大
光
寺
、
皓
台
寺
等
の
寺
院
が
創
建
さ
れ
、
初
代
長
崎
代
官
村
山
等
安
は「
キ
リ

シ
タ
ン
の
事
も
あ
っ
て
断
罪
さ
れ
て
い
た
。
次
の
二
代
代
官
は
博
多
の
人
・
末
次
平
藏

が
任
命
さ
れ
、
唐
船
の
人
達
は
一
六
二
〇
年
風
頭
山
の
下（
現
在
寺
町
）に
唐
寺
興
福
寺

を
創
立
。
大
村
藩
内
に
於
て
は
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
殉
教
。
一
六
二
二
年
に
は
元
和

の
大
殉
教
が
行
わ
れ
て
い
る
。賢
清
は
此
の
よ
う
に
各
宗
教
が
布
教
す
る
時
に
あ
っ
て
、

新
し
い
宗
派「
神
な
が
ら
の
道
」│
唯
一
神
道
│
を
普
及
し
た
貢
績
は
大
き
い
。

　
青
木
賢
清
は
元
和
九
年（
一
六
二
三
）頃
、
長
崎
に
来
た
り
山
留
役（
田
川
氏
）孫
左

衛
門
の
援
助
を
う
け
大
村（
？
）に
居
住
し
て
い
た
公
文
九
郎
左
衛
門
に
面
接
し
、
社

仕
職
の
譲
り
状
を
受
け
、
長
崎
の
地
に
諏
訪
社
の「
元も
と

宮み
や

」を
造
っ
た
。
そ
の
元
宮
の

地
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
と
言
う
。
又
、
慶
安
四
年（
一
六
五
一
）諏
訪
宮
に
奉
納

さ
れ
た
梵
鐘
に
は

　
「
諏
訪
大
明
神
之
廟
、
其
の
基
は
何
の
時
か
知
ら
ざ
る
也（
原
漢
文
）
…

　
　
　
宮
司
権
大
僧
都
　
金
重
院
賢
清

　
　
　
神
主
　
青
木
宮
内
大
輔
永
忠
」
　
と
記
し
て
あ
る
。

　
当
時
は
神
佛
混
淆
の
時
代
で
、
賢
清
の
長
男
は
宝
乗
院
龍
寺
と
い
い
、
修
験
僧（
山

伏
）で
あ
っ
た
の
で
父
の
跡
を
つ
ぎ
社
僧
と
な
り
、
次
男
永
忠
を
神
主
に
任
じ
神
楽

を
社
前
に
奉
納
し
た
と
あ
る
。

　
寛
永
九
年（
一
六
三
二
）、
賢
清
は
京
都
に
上
り
神
祇
官
吉
田
家
に
謁
し
、
諏
訪
社

を
長
崎
の
土
産
神
と
し
、
永
忠
を
其
の
神
主
と
す
る
神
道
裁
許
状
を
賜
っ
て
い
る
。

　
寛
永
三
年（
一
六
二
六
）長
崎
奉
行
長
谷
川
権
六
は
青
木
賢
清
に
社
地
と
し
て
西
山

郷
圓
山
の
地
を
下
賜
し
た
と
記
し
て
あ
る
。
こ
の
圓
山
の
地
は
現
在
の
西
山
・
松
森

天
満
宮
の
地
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
翌
寛
永
四
年
、
賢
清
は
そ
れ
ま
で
住
し
て
い

た
佐
賀
よ
り
妻
子
を
長
崎
に
招
き
、
西
山
の
地
に
住
し
て
い
る
。
賢
清
は
天
性
聡
明

で
文
武
に
長
じ
、
儒
佛
に
詳
し
く
、
英
智
人
に
優
れ
、
特
に
弓
術
に
優
れ
て
い
た
。

　
寛
永
十
一
年（
一
六
三
四
）、
幕
府
の
方
針
に
よ
り
、
長
崎
奉
行
所
の
行
政
は
一
変

し
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
と
対
外
貿
易
交
渉
史
に
も
一
大
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
こ
の
年
の
九
月
七
日
よ
り
九
日
ま
で
、
長
崎
の
氏
神
諏
訪
社
と
住
吉
社
の
祭
礼
を

行
い
、
高
尾
・
音
羽
の
二
人
に「
舞
を
奉
納
」さ
せ
た
と
記
し
て
あ
る
。
両
女
は
共
に

四
二
二
号
　
平
成
二
十
九
年
九
月
十
日

博
多
の
出
身
で
現
在
の
古
町
方
面
に
居
住
し
て
い
た
人
達
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。（
当
時
は
ま
だ
寄
合
町
・
丸
山
は
無
く
、
こ
の
時
に
は
、
ま
だ
傘
鉾
は
造
ら
れ

て
無
か
っ
た
と
先
輩
方
は
言
わ
れ
た
。）

　
現
在
の
よ
う
に
、
森
﨑
社
の
神
輿
が
加
え
ら
れ「
三
体
の
神
輿
」お
下
り
、
お
上
り

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
宝
永
三
年（
一
七
〇
六
）九
月
七
日
の「
長
崎
く
ん

ち
」か
ら
で
あ
る
と
記
し
て
あ
る
。

其
の
四
│
奉
納
踊
の
事

　
寛
文
三
年（
一
六
六
三
）三
月
八
日
、
長
崎
の
街
に
大
火
が
あ
り
町
内
六
十
三
町
、

寺
社
三
十
三
ヶ
所
を
焼
失
し
其
の
復
興
は
大
変
で
あ
っ
た
。こ
の
時
、長
崎
奉
行
所
も

焼
失
し
た
の
で
延
宝
元
年（
一
六
七
三
）立
山
の
地
に
奉
行
所
を
新
設
、移
転
し
て
い
る
。

　
町
が
復
興
し
た
の
は
寛
文
十
二
年（
一
六
七
二
）で
あ
っ
た
。
町
数
は
七
十
七
町
、

特
別
の
町
と
し
て
丸
山
・
寄
合
・
出
島
の
三
町
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
氏
神
奉
納
踊

も
丸
山
・
寄
合
の
両
町
は「
長
崎
く
ん
ち
奉
納
踊
由
来
の
町
」で
あ
り
、
毎
年
奉
納
踊

を
行
う
事（
明
治
以
降
は
戦
前
ま
で
丸
山
・
寄
合
は
隔
年
の
踊
奉
納
）、
出
島
は
オ
ラ

ン
ダ
人
居
留
の
地
に
て
町
人
の
居
住
な
き
故
、
奉
納
踊
に
参
加
せ
ず（
明
治
時
代
以
後

は
参
加
）七
十
七
町
を
七
分
し
て
毎
年
十
一
ヶ
町
、
そ
れ
に
丸
山
・
寄
合
の
両
町
を
加

え
る
と
、
江
戸
時
代
の「
長
崎
く
ん
ち
奉
納
踊
」は
毎
年
十
三
ヶ
町
が
傘
鉾
を
先
頭
に

町
役
人
・
乙
名
・
町
内
一
同
参
加
し
大
変
な
賑
い
で
あ
っ
た
。
其
の
模
様
は「
寛
文
長

崎
図
屏
風
」を
は
じ
め
、
多
く
の
資
料
が
残
っ
て
い
る
。

　
戦
後「
長
崎
く
ん
ち
」の
奉
納
踊
は
全
て
に
就
い
て
変
化
し
て
い
る
と
言
う
人
も
お

ら
れ
る
が
、
私
は
現
在
で
も
、
昔
の「
長
崎
く
ん
ち
の
気
分
」を
大
い
に
漂
わ
せ
、
ま

た
大
い
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

◯
今
年
の
踊
奉
納
町

　
一
馬
　
町
　
傘
鉾
・
本
踊
り（
会
長
濵
崎
芳
裕
氏
）

　
一
東
濵
町
　
傘
鉾
・
竜
宮
船（
会
長
石
丸
忠
重
氏
）

　
一
八
坂
町
　
傘
鉾
・
川
船（
会
長
酒
井
正
演
氏
）

　
一
銅
座
町
　
傘
鉾
・
南
蛮
船（
会
長
新
ヶ
江
憲
和
氏
）

　
一
築
　
町
　
傘
鉾
・
御
座
船
・
本
踊
り（
会
長
小
野
原
卓
嗣
氏
）

　
神
輿
守
町
　
神
輿
守
伊
良
林
連
合
会（
会
長
金
谷
繁
臣
）

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
・
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

◯
今
年
の
長
崎
く
ん
ち
奉
納
踊
解
説
に
つ
い
て
は
例
年

の
よ
う
に
呂
紅
発
刊
の「
長
崎
く
ん
ち
│
平
成
二
十

九
年
│
」（
山
下
寛
一
編
）を
み
ら
れ
る
と
よ
い
。

越
中
　
哲
也

長崎くんち長坂の図（1890頃）
（長崎古今集覧名勝図繪より）

平
成
二
十
九
年
・
国
指
定
重
要
民
俗
文
化
財

　
長
崎
く
ん
ち
　
今
年
の
み
ど
こ
ろ（
其
の
三
十
）


